
かき
農薬の名称 使用方法 希釈倍数 使用時期 散布液量 本剤の使用回数
ダントツ水溶剤 散布 2000倍 収穫7日前まで 200～700L/10a 3回以内
アルバリン顆粒水溶剤
スタークル顆粒水溶剤

散布 2000倍 収穫前日まで 200～700L/10a 3回以内

アドマイヤー水和剤 散布 1000倍
収穫7日前まで(ただし､露地
栽培については発芽期から
開花期を除く)

200～700L/10a 3回以内

アークリン水和剤 散布 1000倍 収穫30日前まで 200～700L/10a 3回以内
テルスター水和剤 散布 1000倍 収穫14日前まで 200～700L/10a
テルスターフロアブル 散布 3000倍 収穫3日前まで 200～700L/10a

かんきつ
農薬の名称 使用方法 希釈倍数 使用時期 散布液量 本剤の使用回数
ダントツ水溶剤 散布 2000倍 収穫前日まで 200～700L/10a 3回以内
アルバリン顆粒水溶剤
スタークル顆粒水溶剤

散布 2000倍 収穫前日まで 200～700L/10a 3回以内

アドマイヤーフロアブル 散布 2000倍
収穫14日前まで(ただし､露地
栽培については発芽期から
開花期を除く)

200～700L/10a 3回以内

アークリン水和剤 散布 2000倍 収穫前日まで 200～700L/10a 3回以内
テルスター水和剤 散布 1000倍 収穫前日まで 200～700L/10a
テルスターフロアブル 散布 3000倍 収穫前日まで 200～700L/10a

なし
農薬の名称 使用方法 希釈倍数 使用時期 散布液量 本剤の使用回数
ダントツ水溶剤 散布 2000倍 収穫前日まで 200～700L/10a 3回以内
アルバリン顆粒水溶剤
スタークル顆粒水溶剤

散布 2000倍 収穫前日まで 200～700L/10a 3回以内

アドマイヤー水和剤 散布 1000倍
収穫3日前まで(ただし､露地
栽培については発芽期から
開花期を除く)

200～700L/10a 2回以内

アークリン水和剤 散布 1000倍 収穫14日前まで 200～700L/10a 3回以内
テルスター水和剤 散布 1000倍 収穫前日まで 200～700L/10a
テルスターフロアブル 散布 3000倍 収穫前日まで 200～700L/10a

ぶどう
農薬の名称 使用方法 希釈倍数 使用時期 散布液量 本剤の使用回数
ダントツ水溶剤 散布 2000倍 収穫前日まで 200～700L/10a 3回以内
アルバリン顆粒水溶剤
スタークル顆粒水溶剤

散布 2000倍 収穫前日まで 200～700L/10a 3回以内

アドマイヤー水和剤 散布 1000倍
収穫21日前まで(ただし､露地
栽培については発芽期から
開花期を除く)

200～700L/10a 2回以内

アドマイヤーフロアブル 散布 5000倍
収穫21日前まで(ただし､露地
栽培については発芽期から
開花期を除く)

200～700L/10a 2回以内

テルスター水和剤 散布 1000倍 収穫14日前まで 200～700L/10a
テルスターフロアブル 散布 4000倍 収穫14日前まで 200～700L/10a

もも
農薬の名称 使用方法 希釈倍数 使用時期 散布液量 本剤の使用回数
ダントツ水溶剤 散布 2000倍 収穫7日前まで 200～700L/10a 3回以内
アルバリン顆粒水溶剤
スタークル顆粒水溶剤

散布 2000倍 収穫前日まで 200～700L/10a 3回以内

アドマイヤーフロアブル 散布 5000倍
収穫3日前まで(ただし､露地
栽培については発芽期から
開花期を除く)

200～700L/10a 2回以内

アークリン水和剤 散布 2000倍 収穫14日前まで 200～700L/10a 3回以内
テルスター水和剤 散布 1000倍 収穫14日前まで 200～700L/10a
テルスターフロアブル 散布 3000倍 収穫前日まで 200～700L/10a

樹木類　※アルバリン・スタークル顆粒水溶剤はつつじ類､つばき類を除く
農薬の名称 使用方法 希釈倍数 使用時期 散布液量 本剤の使用回数
テルスター水和剤 散布 1000倍 発生初期 200～700L/10a 6回以内
アルバリン顆粒水溶剤
スタークル顆粒水溶剤

散布 2000倍 発生初期 100～700L/10a 5回以内

1回

2回以内

　以下に記載した農薬はチュウゴクアミガサハゴロモに対して登録はありませんが、植物防疫法第29条第１項の規
定による防除を行うために使用が可能です。
　また、使用にあたっては購入した農薬の適用作物、使用方法、使用時期、散布液量、希釈倍数、使用回数を守る
ことで、出荷停止等、流通に支障が出ることはありません。

チュウゴクアミガサハゴロモに対しては以下の農薬を使用して防除を行ってください。

2回以内

3回以内

2回以内


